
（様式１） 

 

平成３１年３月２０日 

  

宮津市議会議長  北 仲  篤  様 

 

会 派 名 公明党                

代表者名 松浦 登美義     ㊞ 

 

政務活動費 調査研究(視察)報告書 

 

１ 視察年月日   平成３０年１０月１８日（木）～１０月１８日（木） 

 

２ 視察先･項目   ① 愛知県北設楽郡東栄町大字本郷字上前畑 25番地 

 

３ 参加者氏名   松 浦  登美義   松 本  隆    以上 ２名 

 

４ 経 費   ７９，８２０ 円（ ３９，９１０ 円／１人あたり） 

 

 

５ 添 付 資 料   視察研修行程表・資料（別添のとおり） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（様式２） 

政務活動費 調査研究(視察)報告書 

 

  １０月１８日（木）      (面積：１２３．３８ k㎡、人口：３，３５９人) 

 

 

視察項目 ・東栄町の移住・定住の取り組みについて 

 

 

１ 視察目的・内容 

 

１．東栄町の状況 

  人口：3,225 人・1,475 世帯（平成３０年９月末現在）高齢化率：49％と非常に高く

人口の約半数になる。また、面積は 123.38ｋ㎡の内、約 91％が山林となることから、

産業において、一次産業は林業・養鶏業、三次産業従事者が一番多い。 

  また、観光としては、花まつり、チェンソーアート、星空おんがく祭、とうえい温泉

などがある。 

   

２．東栄町の位置 

  三河過疎地域にあたり、平成の合併では周辺の町が豊田市に合併したが、東栄町だけ

は合併をしていない。 

 

３．三河山間地域と東栄町の位置 

  道路事情では北設楽郡のなかでも高速道路が開通し、これまで新城市方面に遠回りせ

ざるを得なかったのが解消されるとともに浜松方面が非常に近くなり利便の向上につ

がなっている。 

 

４．東栄町の人口ピラミッドを参考に、６０歳から７０歳までが一番高く、２０代におい

ては極めて少ないことが読み取れる。しかしながら、2010 年の０歳から６４歳、2015

年の５歳から６９歳の社会増減を比較したものでは、平成２７年社会増減ランキング全

国１１位となっている。 

 

５．東栄町の人口の変化 

  平成１７年から平成２２年がマイナス 13.6％となっており、愛知県のなかでもワース

トワンである。 

  平成２０年に町にある高校が無くなり、静岡県や豊橋市内の高校に通うと１時間半ほ

どかかるため、下宿をし始めたことにより、若い世代の転出が多く目立ち始めた。 

平成２２年から平成２７年で、増減率がマイナス 8.28％で減少率が緩和されている。 

このことは、今回の視察テーマである「移住・定住」施策に平成２４年度から取り組ん 

だことによるもの。 

 



６．東栄町の場合、社会減よりも亡くなっている方の数が多い。社会増減では、転入転出

の差について平成２４年から平成２６年が０人・１人・０人の各年度実績ということか

ら、ランキング１１位にも反映されていることが分かる。また、平成２６年に企業の進

出に伴いその流れから転入者が増え、転出者も少なくなっている。 

 

〈東栄町の移住定住における取り組み〉  

平成１８年度から「空き家バンク制度」が導入され、役場で受付窓口を設置し、「売り 

たい」、「買いたい」方の登録をし、そのニーズにあった家を紹介している。 

  開始の初年度においては、成立物件が１件で、リフォームするにも使用していた家具 

など物が片付いていないため、直ぐに住む条件にならなかったが、ここ４年間を見る限 

り、平成２７年で１件、平成２８年２件、平成２９年１０件、また、今年度の半ばで７ 

件と実績を上げている。 

  また、最近の傾向として、町外からの移住も多いが、町営住宅から移り住む方も増え 

ている傾向にあり、現在までの状況では、空き家バンク登録件数が２９件、空き家バン 

ク利用登録者数が４９件と実績を上げている。 

  東栄町に移住された方は活力があり元気なので、音楽とか、古民家を利用して太鼓式 

マッサージ、イベントなど企画し、オープンして１年になるが、地元のほとんどの方が 

利用している。 

また、地域おこし協力隊が立ち上げたゲストハウス（農業体験型）では、東栄町と 

のつながりを持ちながら、年間 700名が訪れている。一方、東栄町には高校や大学がな 

いため、ふるさと応援隊として、東京で、東栄町出身者に東栄町の魅力などの情報を共 

有することで、地域とのつながりを持ち、応援する仕組みづくりを進めている。 

 

２ 考察・検証・成果等 

 【松本 隆】 

  若者の就労支援では、東栄町がハローワークと提携し、より就活が有利になるよう進 

めていたこと。 

 移住定住促進のための空き家バンクの関係では、町内には不動産屋がなく、基本的に 

は町から不動産屋を紹介することはしないが、必ず不動産屋を通していただくこと。 

 また、1500㎡以下の土地は販売できないとしながら、空き家がある場合はその面積以 

下でも売買ができるようにしていることなど、移住定住において空き家の購入が求めや 

すい点など参考になった。 

 移住者にとっての就労では、医療、介護関係の人が不足しており、歯科助手の仕事に 

も就かれている。また、平成２６年から鉄鋼所の誘致で移住者の雇用も生まれている。 

 宮津市域において、移住・定住と言えども最終的には地域とのつながり、関わりが大 

事になる中で、東栄町においては、地域の区長が移住希望者との面談を設けるなどその 

地域に馴染むよう働かけの取り組みが大変参考になった。 

 

 【松浦 登美義】 

宮津市も、東栄町を参考に自治会組織が懸念される地域が今後更に増えてくる。地域 

の活性化と存続のため、空き家や農地等を活用した、受け入れ態勢の住宅整備システム 

を導入して定住促進と地域の活力づくりが求められる。 


